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 報道発表資料の配付日時 ３月２８日（金） 

発 表 項 目 

（行事名） 
「十勝連携地域政策展開方針」の決定について 

概 要 

 「十勝連携地域政策展開方針」につきまして、次のとおり決定しまし

たのでお知らせいたします。 

記 

１ 「十勝連携地域政策展開方針」について 

（１）概要 

・ 地域のめざす姿を、『国内有数の食料供給地域として、日本の

「食」を支えるたくましく力強い関連産業等の展開により、様々

な主体が輝き、安心して住み続けることができる持続連携地域可

能な魅力ある道東の拠点「十勝連携地域」』と示しております。 

・ 本方針の重点的な取組である「地域重点政策ユニット」を、多様

な主体との連携・協働により推進してまいります。 

（２）推進期間 

令和 7 年度（令和 7 年 4 月）から概ね 5 年 

 

２ 参考（「連携地域別政策展開方針」について） 

「連携地域別政策展開方針」は、北海道地域振興条例に基づき、地

域振興を効果的に推進するため、北海道総合計画が示す政策の基本的

な方向に沿って、6 つの連携地域ごとに策定する地域計画です。 

なお、本方針は第 3 期北海道創生総合戦略の「地域戦略」として位

置づけるものです。 

 

参 考 

■添付資料 

（１）「連携地域別政策展開方針」の概要について 

（２）「十勝連携地域政策展開方針」（概要版） 

 

※本文については、掲載ホームページからご覧ください。 

URL：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/csr/chicho/214113.html 
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（連絡先） 

北海道十勝総合振興局地域創生部地域政策課（担当：石山、添田） 

 ＴＥＬ：０１５５－２６－９０１９（直通） 
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連携地域別政策展開方針の概要について

方針を効果的に推進していくため、振興局は「地域づくり連携会議」において、各プロジェクトの進捗状況等の点検・評価を行い、必要に応じて取組内
容の充実を図るなど、ＰＤＣＡサイクルによる推進管理を行う

３．推進管理

２．方針策定の基本的な考え方

令和６年７月に策定した新たな総合計画や現在策定中の次期創生総合戦略の内容と整合を図りながら策定
急速に進行する人口減少をはじめ、人材の確保・育成、脱炭素化、多文化共生、デジタル化など本道が直面する諸課題に的確に対応するため、プロ

ジェクトの再構築や取組の充実

 北海道地域振興条例に基づき、地域振興を効果的に推進するため、北海道総合計画が示す政策の基本的な方向に沿って、６つの連携地域ごとに策定す
る地域計画。また、北海道創生総合戦略の「地域戦略」として位置付け

 地域の総力により地域づくりを進めるため、市町村や地域の関係者の参画を得て、令和７年度（令和７年４月）から概ね５年を推進期間として策定

１．方針の概要

① 地域のめざす姿 → 令和16年度を目途に目指す地域の姿
② 地域を取り巻く状況 → 人口・経済産業の観点による地域の現況
③ これまでの取組と課題 → 連携地域などにおける取組と今後の課題
④ 主な施策の展開方向 → 方針の推進期間における主な施策の方向
⑤ 地域重点政策ユニット → 重点的に取り組むプロジェクト

（２）構成

(オホーツク)

オホーツク(上川、留萌、宗谷)

道 北

(空知、石狩、後志、
胆振、日高)

道 央

(渡島、檜山)

道 南

(十勝)

十 勝
(釧路、根室)

釧路・根室

函館市

札幌市

旭川市

帯広市

北見市

釧路市

連携地域 主なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 主な施策 主なＫＰＩ

道央広域
[18ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ]

日本遺産「炭鉄港」を活
用した交流人口拡大プロ
ジェクト

■プレミアム旅行商品の造成
など具体に稼ぐ仕組み作り

■地域のプレイヤーを育成し、
活躍の場、雇用の創出

○炭鉄港推進協議会構成市町
への観光入込客数
16,427千人(R5)
→16,920千人(R11)

道南
[６ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ]

道南の優位性を活かした
ゼロカーボンプロジェク
ト

■温室効果ガス排出量削減に
向けた取組の推進

○地方公共団体実行計画策定
市町村数
11市町(R5)→18市町(R11)

道北
[12ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ]

新エネルギー導入・活用
推進プロジェクト

■地域が連携した新エネル
ギー導入促進の取組

○新エネルギー発電設備容量
48.7万kw(R3)
→ 90.8万kw(R11)

オホーツク
[５ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ]

オホーツク地域を支える
人材の確保・定着推進プ
ロジェクト

■担い手の育成・確保
■外国人材の受入拡大を見据

えた多文化共生の推進

○「できれば今と同じ市町村
に住んでいたい」と考える
人の割合
69.4％(R1～R5平均)
→ 73.7％以上(R7～R11平均)

十勝
[５ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ]

とかち「食の拠点」確立
プロジェクト

■安全・安心で高品質な食料
の安定供給や持続可能な農
業生産に資する取組の推進

○農業産出額

3,079億円(R4)

→ 3,444億円(R11)

釧路･根室
[５ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ]

新技術や強みを活かした
酪農・漁業など地域産業
の振興プロジェクト

■ＩＣＴ等を活用した農林水
産業の生産力強化

○漁業生産額
622.4億円(R4)
→ 971.7億円(R11)

それぞれの地域のめざす姿の実現に向け、多様な主体と連携・協働して、
地域の特性や資源などを活かしたプロジェクトを推進[全51プロジェクト]

（３）主なプロジェクト

（１）主な視点

※６つの連携地域



１ 主な施策の展開方向

２ 地域重点政策ユニット 全５プロジェクト

とかち「食の拠点」確立
プロジェクト

【十勝】

多様なニーズに対応する
滞在型・周遊観光
推進プロジェクト

【十勝】

次世代へつなぐ環境保全と
ゼロカーボン推進プロジェクト

【十勝】

日本をリードする
先進分野推進プロジェクト

【十勝】

十勝の未来を創る
「人づくり・地域づくり」

プロジェクト

【十勝】

【施策】

■安全・安心で高品質な
食料の安定供給や
持続可能な農業生産に
資する取組の推進

■十勝産品を活用した商品
開発やブランド力の強化
及び販路の拡大

【施策】

■優れた資源を活かし、
インバウンドを含む
道外客のニーズに対応した
魅力ある観光地づくり
による滞在の長期化と
周遊観光、１年を通じた
誘客の取組推進

■円滑な移動に資する交通
ネットワークの連携強化

【施策】

■十勝管内３国立公園を
はじめとする自然環境の
保全・適正利用

■再生可能エネルギーの
利活用などによる
ゼロカーボン北海道の推進

【施策】

■産業、暮らし、行政など
様々な分野での
未来技術の活用

■十勝の優位性を活かした
宇宙関連産業の展開

【施策】

■地域産業を担う多様な
人材の確保・育成や
魅力ある就業環境の
整備推進

■安心して心豊かに
住み続けたくなる地域づくり

■関係人口の創出・拡大や
移住・定住の促進

【ＫＰＩ】

○農業産出額
3,079億円（R4）
→ 3,441億円（R11）

○どさんこプラザでの
テスト販売実施件数
63件（R1～R5の最高件数）
→ 63件/年
※毎年度、目標値以上

【ＫＰＩ】
○管内への観光入込客数

1,145万人（R5）
→ 1,212万人（R11）

○管内の宿泊客延べ数
191万人（R5）
→ 219万人（R11）

【ＫＰＩ】
○十勝管内３国立公園の

管内認知度
51%(R6） → 67％（R11）

○新エネルギーの導入状況
（発電分野の設備容量）
46.6万kW（R5）
→ 78.9万kW（R11）

【ＫＰＩ】
○先進技術関連事業所

立地数
19件（R5） → 23件（R11）

【KPI】
○十勝管内の高等学校

新規卒業者の管内就職率
86.09%（H28～R6の最高値）
→ 86.09%（R7～11）
※毎年度、目標値以上

○十勝管内で直近5ヵ年に
任期を終了した地域おこし
協力隊員の管内定住率
54.86%（R5） →  69.8%(R11)
※R5年度時点の直近5ヵ年

の全国定住率

十 勝
十勝地域 政策展開方針概要

地域の
めざす姿

国内有数の食料供給地域として、日本の「食」を支える
たくましく力強い関連産業等の展開により、

様々な主体が輝き、安心して住み続けることができる
持続可能な魅力ある道東の拠点「十勝連携地域」連 携 地 域

○たくましく力強い農林水産業の展開

○活力あふれる産業の推進

○地域資源を活かした観光振興
○地球環境に配慮した持続的社会の形成

○生命（いのち）を守り、安全・安心に
暮らせる持続可能な地域社会の形成

○計画的な社会基盤整備
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